
平成™˜年�月Ÿ日 水曜日 (第œ˜—Ÿ号付録) �月目録官 報
三
三
〇

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
三

種
病
原
体
等
及
び
四
種
病
原

体
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八

三

三
三
一

労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
四

条
の
四
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
型
式
検
定
合
格
証
の
効
力

を
失
わ
せ
た
件

一
八

三

三
三
二

使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
九

九

三
三
三

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
病
院
及
び

調
整
係
数
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
二
129

七
六

三
三
四

食
品
衛
生
法
第
十
一
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康

を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
物
質
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
三

六

三
三
五

雇
用
保
険
法
第
十
八
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を

変
更
す
る
件

二
五

三

三
三
六

雇
用
保
険
法
第
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
控
除

額
を
変
更
す
る
件

二
五

三

三
三
七

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第

七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支

給
限
度
額
を
変
更
す
る
件

二
五

三

三
三
八

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二
六
136

四
七

三
三
九

労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
三

十
八
条
の
七
か
ら
第
三
十
八

条
の
九
ま
で
の
規
定
に
基
づ

き
、
休
業
補
償
の
額
の
算
定

に
当
た
り
用
い
る
率
を
定
め

る
件

二
九
137

三

三
四
〇

生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇

七

三
四
一

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
〇

七

三
四
二

特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ

の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇

七

〇
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省

一

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

く
指
定
認
定
機
関
の
事
務
所

の
所
在
地
の
変
更
の
件

三
〇

八

二

食
品
の
製
造
過
程
の
管
理
の

高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

く
認
定
業
務
規
程
の
変
更
を

認
可
し
た
件

三
〇

八

〇
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

一

小
売
業
の
活
力
の
再
生
に
向

け
た
基
本
指
針
の
一
部
を
変

更
す
る
件

二
二
129

八
一

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省

一

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ

き
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に

係
る
特
定
補
助
金
等
を
指
定

す
る
件

一
七
126

五

〇
農
林
水
産
省

七
三
八

型
式
検
査
に
合
格
し
た
農
機

具
の
型
式
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
件

一

六

七
三
九
e

七
五
二

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

二

四

七
五
三

独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振

興
機
構
法
施
行
規
則
第
二
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水

産
大
臣
が
定
め
る
平
成
二
十

一
事
業
年
度
に
お
け
る
独
立

行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機

構
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号

の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る

事
業
に
係
る
補
助
の
総
額
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

三

一
〇

七
五
四

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
産
さ
く
ら

ん
ぼ
の
生
果
実
に
係
る
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
る
基
準
を

定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

五

四

七
五
五

肥
料
を
登
録
し
た
件

五
118

一

七
五
六

肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を

更
新
し
た
件

五
118

三

七
五
七

肥
料
の
生
産
業
者
又
は
輸
入

業
者
の
名
称
又
は
住
所
の
変

更
に
係
る
届
出
が
あ
っ
た
件

五
118

七

七
五
八

肥
料
の
登
録
を
失
効
し
た
件

五
118

八

七
五
九

肥
料
の
仮
登
録
の
有
効
期
間

を
更
新
し
た
件

五
118

八

七
六
〇

七
六
一

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品

質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
認
定
機
関
を
登
録
し
た
件

八

四

七
六
二

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る

件

一
〇

三

七
六
三

地
す
べ
り
防
止
工
事
を
完
了

す
る
件

一
一

二

七
六
四
e

七
七
一

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

一
一

二

七
七
二

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る

件

一
一

三

七
七
三

種
苗
法
第
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
品
種
登
録

を
取
り
下
げ
た
件

一
一

三

七
七
四

七
七
五

種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一
項

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
品

種
登
録
を
取
り
消
し
た
件

一
二

三

七
七
六
e

七
八
〇

種
苗
法
第
四
十
九
条
第
一
項

第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
品

種
登
録
を
取
り
消
し
た
件

一
二

四

七
八
一

肉
用
子
牛
生
産
安
定
等
特
別

措
置
法
に
基
づ
き
、
肉
用
子

牛
の
主
要
な
生
産
地
域
に
所

在
す
る
家
畜
市
場
で
あ
っ
て

農
林
水
産
大
臣
の
指
定
す
る

も
の
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
二

六

七
八
二

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

十
七
条
第
三
項
及
び
第
三
十

九
条
の
二
十
六
第
三
項
に
定

め
る
農
林
水
産
大
臣
が
指
定

す
る
農
業
協
同
組
合
又
は
農

業
協
同
組
合
連
合
会
を
指
定

す
る
等
の
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
二

六

七
八
三
e

七
九
〇

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

一
五

三

七
九
一
e

八
〇
五

〃

一
六

三

八
〇
六

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を

変
更
す
る
件

一
六

五

八
〇
七
e

八
一
一

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

一
七

四

八
一
二
e

八
一
九

〃

一
八

三

八
二
〇

平
成
二
十
一
年
の
大
西
洋
く

ろ
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁
獲
量

の
限
度
の
合
計
の
上
限
を
定

め
る
件

一
九

一
〇

八
二
一

地
方
競
馬
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
競
馬
場
指
定
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
二

四

˜˜
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